
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津市公共施設の地域別あり方検討会 まとめ／資料イメージ 

サービスのあり方検討 地域ごとの配置のあり方検討 

 
（第２回→第３回検討会） （第３回→第４回検討会） 
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ブロック Ａ地域：北部ブロック Ｂ地域：西北部ブロック

（地域） （小松、木戸、和邇、小野） （葛川、伊香立、真野、真野北、堅田、仰木、仰木の里）

公共施設
全般

・どの施設についても、自動車の利用が前提となって
おり、それ以外の交通手段として公共バスの運行が必
要である。

・大津市に住みたくなる、地域別に特色ある公共施設
を使いたくなるようなサービスを提供することが重要
である。
・空き家の統廃合や活用を考える。
・コミュニティバスがあるとよい。
・防災面を考えると、むやみに移動するよりは避難所
としてしっかりと整備する。

市民センター
（支所）

市民センター（支所）

・市民センターの空スペースを有効活用する。
・市民センターを統合または支所を統合する。
・市民センターの機能を小学校へ移転する。

・市民センターの機能は必要だが、一体化、集約化す
る。
・市民センターは、憩いの場として飲食可とする。カ
フェの併設など。
・地域的に支所がなくなると困るところもある。

生涯学習 公民館

施設 その他生涯学習施設
※文化センター、生涯学習センター
等

ｺﾐｭﾆﾃｨ コミュニティセンター

施設 その他コミュニティ施設

集会所・自治会館

文化施設

文化施設
※市民会館、市民文化会館、仰木太
鼓会館、長等創作展示館、伝統芸能
会館、スカイプラザ浜大津

スポーツ 体育館・格技場
施設 体育館・プール

プール
運動競技場など競技施設
その他スポーツ施設

公園施設

公園施設
※びわ湖大津館、ヴュルツブルクハ
ウス、一里山公園緑のふれあいセン
ター

学校 小学校

中学校

幼稚園

その他学校教育施設
※給食調理場、相談センター等

図書館 図書館

・図書館の本を支所で返却できるようになると便利で
ある。

博物館 博物館※歴史博物館、埋蔵文化財
調査センター

その他教育施設
※比良げんき村、科学館等

児童福祉 保育園
施設 児童クラブ

児童館
その他児童福祉施設
※子育て総合支援センター、つどい
の広場等

高齢者
福祉施設

高齢者福祉サービス施設
※デイサービス

老人福祉集会所
老人憩の家

その他高齢者福祉施設

障害者 障害者福祉施設

福祉施設 その他福祉施設
※ふれあいプラザ

医療施設 病院・医療施設

その他医療施設
※看護師寮、看護専門学校

保健施設 保健所
総合保健センター
すこやか相談所
その他保健施設
※動物愛護センター

環境施設 ごみ処理施設等
し尿処理施設

その他環境施設　※環境学習
情報室、伊香立環境交流館

庁舎 本庁舎

消防施設 消防署

消防分団詰所

市営住宅 市営住宅

集会所

葬儀施設 火葬場
葬祭場

観光施設 観光案内所
観光施設
歴史的観光施設

勤労者施設 勤労者施設

産業振興
施設

産業振興施設
※まちなか交流館、旧大津公会堂商
業施設、公設地方卸売市場等

農業施設
農業施設
※手づくり工房比良の里、育苗セン
ター

・育苗センターは建替するなら、JAとする。

その他 その他
※旧大津公会堂、明日都浜大津等

・避難所の配置が少なく、地域バランスに配慮が必要
である。

未分類の意見
自由意見

・次回初めに他グループの様子を見るなどしてはどう
か。

・集会所は高齢者が集まる場所、地域の核であり、必
要である。
・自治会は、学研等に貸して収入を得て活動してい
る。

・市営住宅をなくす。

・旧施設の建替えに合わせて一体化・複合化を進めて
いく。

・デイサービスセンターと老人福祉センターは、同じ
場所が利用し易い。

・小学校に地域に必要な機能を複合化する。
（児童クラブ、児童館、幼稚園、市民センター、支
所、公民館、観光案内所）
・学校区を見直し、生徒数を均一化する。
・小学校は統合せず、他施設と複合化して残す。

・大規模な幼保一体施設を配置する。
・保育園を統合して、３年保育を実現する。

・憩いの家は必要ない。

・児童クラブは、空き施設等を有効活用する。
・保育は、地域別に特徴（現状、３年保育、自然）を
もたせ、選択可とする。

・小学校や中学校の統合も考えられる。
・学校を中心として地域づくりを行う。ただし、安全
面の対策が重要である。
・学校の空き教室を有効活用する。
・学校をなくすと地域の人口が減る。
→小学校は残す。
→中学校は残す。

・自治会館は、避難所として使用できるよう整備す
る。
・自治会館は市が所有するべきか、自治会が所有すべ
きか。
→市の補助金などで維持する。
→自治会がお金を出して重要性を切実に考える必要も
ある。空き家の利用も考えられる。
・堅田なぎさ苑は地域で維持できないか。

主な考え方や公共施設の適正化の理由をまとめています。
ただし、理由が不明な意見は除外しています。

公共サービスの
あり方検討シート

分類 対象施設
主な考え方や公共施設の適正化の理由をまとめています。
ただし、理由が不明な意見は除外しています。

ブロック Ａ地域：北部ブロック

（地域） （小松、木戸、和邇、小野） 6 7 8

公共施設
全般

・どの施設についても、自動車の利用が前提となって
おり、それ以外の交通手段として公共バスの運行が必
要である。

・どの施設についても、自動車の利用が前提となって
いる。公共バスの運行が必要である。

・学区で考える。
・旧志賀町域で考える。
・市街化調整地域は開発できないため、家を建てられ
ない。それゆえ新しい人がなかなか入ってこない。
・小野と真野の旧来の地域には文化の違いがある。
・ローズタウン内において、小野地域と真野北地は、
旧志賀町の強いつながりがある地域がある。そのた
め、大津地域とは意識の違いがある。

・木戸と和邇に拠点があるように思う。
・木戸：駅前に施設を集合する。
・交通手段がないため、充実する。

市民センター
（支所）

市民センター（支所）

・市民センターの空スペースを有効活用する。
・市民センターを統合または支所を統合する。
・市民センターの機能を小学校へ移転する。

・小松：市民センターの必要機能は小学校へ移し、残
りは小松分団を含めた公民館として利用する。
・木戸市民センターの空スペースを有効活用する。

・市民センターが新しく、大きいにもかかわらず、有
効活用できていない。

・支所は木戸と小松、和邇と小野へと統合する。
・支所を残すためにも、木戸・小松は１つにする。
・木戸市民センターに消防署があることは、危ない。
・木戸市民センターの使い方がポイントである。和邇と統合する。
・小野：木戸支所の中に観光施設を作ったらいいのではないか。ただ案内できる人がいな
い。これは市自身の課題でもある。ＪＲとなにか協力する。
・にじっこ遊びに行った時に相談できる方がよいので、すこやかを一緒にしたほうがよい。
一緒にするのであれば、すこやかの拠点は和邇の方がよい。

生涯学習 公民館

施設 その他生涯学習施設
※文化センター、生涯学習センター
等

ｺﾐｭﾆﾃｨ コミュニティセンター

施設 その他コミュニティ施設

集会所・自治会館

文化施設

文化施設
※市民会館、市民文化会館、仰木太
鼓会館、長等創作展示館、伝統芸能
会館、スカイプラザ浜大津

スポーツ 体育館・格技場
施設 体育館・プール

プール
運動競技場など競技施設
その他スポーツ施設

公園施設

公園施設
※びわ湖大津館、ヴュルツブルクハ
ウス、一里山公園緑のふれあいセン
ター

学校 小学校

中学校

幼稚園

その他学校教育施設
※給食調理場、相談センター等

財政的に厳しくなる中、30年後の未来では公共サービスはどのようになっていたらよいと思いますか？分類 対象施設
主な考え方や公共施設の適正化の理由をまとめています。
ただし、理由が不明な意見は除外しています。

Ａ地域：北部ブロック（小松、木戸、和邇、小野）公共サービスの
あり方検討シート

・小松学区には公民館がないため、人々の活動の場が
なく、生涯学習専門員がいない。

・小松学区の活動団体は、各在所の自治会館で細々と
活動しており、皆で集まって活動できる状況に無い。
学区に活動が広がらない。

・大規模幼保園化する。
・6-2：児童クラブ、児童館、市民センター、公民
館、公民館分館を集約する。ただし、駅から25分の
場所にあるため、交通手段が必要である。（小野小）
・小松、木戸、小野については、小学校に空きがある
ため、児童クラブ、児童館、支所、公民館、市民セン
ターの必要機能（災害時の指令など）を入れる。

・木戸はJRの駅から遠い所にあるため、交通機関をも
う少し充実してほしい。現在、通学が大変であり、送
迎が必要になっている。
・それぞれ登下校時間、買い物時間と通院時間に応じ
た民間運営のバスがあるとよい。スクールバスの場
合、通学時間以外は使用しないため、有効活用すべ
る。
・7：距離が近くても行政区域で分けられており、子
どもが通学できる小学校が固定されている。均一化を
望む。

・1学区、１小学校が理想である。将来的には集約していくことになるだろう。
・8：1学区1学校とする。
・8：子どもの安全を考慮して、小学校は統合しない。
・8-1：小松小を大きくし、機能を増やして利用範囲を広くする。特に、市民センター、観
光案内所、幼稚園が有する機能を導入する。
・小松：小松小と市民センター、幼稚園は統合すべきである。
・8-2：改築するのであれば、志賀駅前に持っていく。
・8：小野と真野北は合併する方向になる可能性が高いが、小野小は維持すべきである。
・8：学区を再編成すれば、小野小は、生徒数が増加するかもしれない。
・小野：幼稚園は行政がどこまで考えるか。小学校の統合はやむをえないと思う。
・小野：子どもの安全を考慮して、規模が小さいからといってつぶしてはならない。他の施
設と複合化する。
・小野：小野小の校区を変更する。
・木戸：前回、子ども関係を全て木戸へという意見があった。

・小学校に地域に必要な機能を複合化する。
（児童クラブ、児童館、幼稚園、市民センター、支
所、公民館、観光案内所）
・学校区を見直し、生徒数を均一化する。
・小学校は統合せず、他施設と複合化して残す。

Ｂ地域：西北部ブロック

（葛川、伊香立、真野、真野北、堅田、仰木、仰木の里） 1 2 3 4 5

・大津市に住みたくなる、地域別に特色ある公共施設
を使いたくなるようなサービスを提供することが重要
である。
・空き家の統廃合や活用を考える。
・コミュニティバスがあるとよい。
・防災面を考えると、むやみに移動するよりは避難所
としてしっかりと整備する。

・学区は変更があるため、あまり施設にとらわれずに
考えるべきである。
・ローズタウンの真野の学区は複雑であり、選択が多
すぎてわからないので一つにしてほしい。
・衣川台は堅田小、仰木と分かれている。学区制は間
違いではないか。
・堅田・真野の学区は複雑すぎて分からないので分か
りやすくして欲しい。
・仰木は、仰木の里とはなかなか一緒になれない。仰
木は田舎が好き。
・伊香立のできた経緯がある。同和対策などの事があ
る。⇒その問題も公開して議論すべきである。

・一部の人が利用している。
・プール、育苗センターは、大津市として必要か？
・最終的には市の判断だと思う。

・3-1：機能を絞って強みを出して、地域ごとに民間
にまかせる。（例）英語圏
・3-2：１ヶ所にまとめる。
・再開発をして、そのタイミングでの集約化が望まし
い。
・空き家が多い。助成金等を出して活用してもらえる
ようにできないか。
・大津市に住みたくなる、公共施設を使いたくなるよ
うなサービスを提供することが重要である。
・コミュニティバスのような誰でも簡単にのれるバス
があるとよい。
・全体的にコミュニティバスなどの移動手段が必要で
ある。
・駐車場が全体的に少ない。

・建物は簡単に建替えできないが、仕組は変えられ
る。
・地域の人が使いやすいように考える必要がある。伊
香立ふれあい、プールなどまとめた方が使いやすいの
ではないか。
・堅田地区は建替えになっていく。

・スローライフに特化した整備が必要である。都市部
の人。すなわち流入する層が魅力を感じるのは、最新
の住宅ではなく、古民家であるので、そうした需要を
満たせる街づくりを行う。
・仰木、仰木の里地域は京都からのアクセスが良く、
人口の流入、転入が期待できるので、施設が少ない
と、そのことが障害になりうる。そのため、一定の整
備が必要である。
・真野などのニュータウンは、千里ニュータウンのよ
うに、空き家が発生してくると考えられる。現在、一
軒家が多いが、その点の対策を考えながら統廃合を考
えるべきである。
・堅田学区：地域ごとの検討を行うには、まず施設、
地域の現状、課題を知り、それを共有することが必要
である。
・施設の平常時や災害時の避難としての利用は、交通
機関がないので厳しい。
・防災面を考えると、むやみに移動するよりは避難所
としてしっかりと整備する。

・市民センターの機能は必要だが、一体化、集約化す
る。
・市民センターは、憩いの場として飲食可とする。カ
フェの併設など。
・地域的に支所がなくなると困るところもある。

・伊香立：市民センター、分団、公民館の存続を希望
する。
・市民センターは学区民だけでなく、他の学区民も利
用すべきである。
・市民センターに、コンビニに設置してある機械をお
いてはどうか。

・コンビニのない場所においては、証明発行の手続き等の観点
から、支所がなくなると困る。
・市の証明書発行など、別のものや新たなサービスには経費が
かかる。

・もっと人が集まるような場所が必要である。例え
ば、市民センターを開設してカフェにする。
・将来的にはどちらかに集約する方がよい。

・市民センターは飲食ができず、使い勝手が悪い。集
いの場所であるため、飲食も必要である。現在、自治
会館は可能である。
・市民センターは機能として必要だが、集約してもよ
い。

・5-2：一体化、複合化する。

主な考え方や公共施設の適正化の理由をまとめています。
ただし、理由が不明な意見は除外しています。

財政的に厳しくなる中、30年後の未来では公共サービスはどのようになっていたらよいと思いますか？

Ｂ地域：西北部ブロック（葛川、伊香立、真野、真野北、堅田、仰木、仰木の里）

・伊香立：自治会館は別の場所で新築して欲しい。
・伊香立：交流館は現状のままを望む。

・堅田なぎさ苑は地域で維持できないか。 ・自治会館は、選挙や防災の観点から近くにないと困
る。
・自治会館は市が所有するべきか、自治会が所有すべ
きか。
・自治会は重要である。市の補助金などで維持する。
・自治会館は自治会が所有しているが、空き家を利用
する。
・自治会がお金を出して、市民が重要性、必要性を切
実に考えるべきである。
・伊香立は自治会でバスをもっている。葛川のバスは
教委のものである。

・5-1：避難所として使用できるよう整備する。

・音楽を演奏するところがないため、ますます若い人
が使う機会が減る。

・学校をなくすと地域の人口が減ってしまう。
・子供達を教育して育てる施設が重要である。
・小中幼老を一緒にしてはどうか。その場合、安全対
策が必要である。
・伊香立：小中学校を統合しても良い。
・伊香立：中学校は残して欲しい。
・伊香立：小学校絶対必要である。
・伊香立：伊香立幼稚園は現在ない。再利用の検討を
考えている。
・仰木の幼小を一緒にして残してほしい。
・堅田：小中学校は統合すべきである。
・幼小中で耐震・大規模改修を行っているが、その中
で建替え等が発生しているのはおかしい。

・小中幼の統合あるかもしれないが、経過があるので熟考すべ
きである。
・少人数の学校は、集団教育の保障の観点から統合したらどう
か。
・学校を中心とした地域づくりを行うが、安全面を考える必要
がある。
・小学校は残し、そこを拠点とする。
・学校は地域の活力の源であり、運動会も重要な行事である。
・特色ある学校づくりがあり、そのため、教員数を減らしては
いけない。
・学校の空教室に支所の役割を入れてはよいのではないか。
・空教室を有効活用する。

・学校は必要である。
・学校と複合化する場合は安全の担保が必要である。
・葛川小学校は赤丸じゃないのでは？

・自治会館は、避難所として使用できるよう整備す
る。
・自治会館は市が所有するべきか、自治会が所有すべ
きか。
→市の補助金などで維持する。
→自治会がお金を出して重要性を切実に考える必要も
ある。空き家の利用も考えられる。
・堅田なぎさ苑は地域で維持できないか。

・バスは、全下校以外は地域用を使う。葛川のスクー
ルバスは、地域の人は乗車できないのか。教育関係な
ら使える。
・葛川幼稚園のタクシーはどうかと思う。
・中学校の通学の自転車利用は認められているが、小
学校は認められていない。

・真野小が廃校されると、真野学区の南の方の生徒は
堅田の方が近いため、真野北までは遠いと思われる。
・真野北小と真野小は統合できるのではないか。ただ
し真野から真野北への道は登り坂なので、配慮対策が
必要である。
・5-4：小学校の統合は可能である。
・5-7：堅田市民センターを中心に統合する。
・パターンとしては5-5：①仰木小と仰木の里小の統
合、5-6：②仰木の里小と仰木の里東小の統合が考え
られる。

・伊香立：体育館など国体で使用できるものを要望す
る。
・伊香立：市民プールの存続は不明である。
・伊香立市民プールは、堅田でも仰木でも利用できる
ようにすべきである。

・小学校や中学校の統合も考えられる。
・学校を中心として地域づくりを行う。ただし、安全
面の対策が重要である。
・学校の空き教室を有効活用する。
・学校をなくすと地域の人口が減る。
→小学校は残す。
→中学校は残す。

◎配置図Ｇ（上田上学区、青山学区、瀬田学区、瀬田南学区、瀬田東学区、瀬田北学区）ワークショップ用 班
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【凡例】

：（小）地域施設、ブロック施設

：（中）地域施設、ブロック施設

：（大）地域施設、ブロック施設

：（小）広域施設

：（中）広域施設

：（大）広域施設

：築60年未満

：築60年以上

＜検討のルール１＞ できます ○

施設どうしの 複合・統合

＋ 大型施設と大型施設

＋ 大型施設と中型施設

＋ 中型施設と中型施設

＋ 小型施設と小型施設

＜検討のルール２＞ できます ○

小型施設（サービス）を入れる

→ 大型施設に小型施設を入れる

→ ２つまで入ります

→ 中型施設に小型施設を入れる

１つだけ入ります

＜検討のルール３＞ できません ×

広域施設どうしの 複合・統合

＋ 大型施設と大型施設

＋ 大型施設と中型施設

＋ 中型施設と中型施設

ただし、広域施設へ小型施設を入れることは

できます ○

→ 大型施設に小型施設を入れる

→ ２つまで入ります

→ 中型施設に小型施設を入れる

１つだけ入ります

0 1km

 

青山小

青山市民センター
青山公民館
青山分団詰所
東消防署青山救急出張所

青山児童クラブ

青山幼稚園

青山中学校

上田上小

〔上田上児童クラブ〕

上田上幼稚園

上田上市民センター
上田上公民館
上田上分団詰所

瀬田北小

瀬田北児童クラブ

瀬田北幼稚園

瀬田北市民センター
瀬田北公民館
瀬田北分団詰所

瀬田北中学校

瀬田東小
瀬田東児童クラブ

瀬田東幼稚園

瀬田東市民センター
瀬田東公民館
瀬田東分団詰所

公設地方卸売市場

瀬田南小

瀬田南児童クラブ
瀬田南幼稚園・保育園

瀬田南市民センター
瀬田南公民館
瀬田南分団詰所

東老人福祉センター

瀬田中
瀬田公園体育館

瀬田小
瀬田児童クラブ

瀬田幼稚園

瀬田市民センター
瀬田公民館
瀬田すこやか相談所

三大寺デイサービスセンター

一里山公園緑のふれあいセンター

東部子ども療育センター

南部衛生プラント

東消防署
瀬田分団詰所

東部学校給食共同調理場

東部つどいの広場

すみれはうす用地

堂自治集会所

芝原自治会集会所

田上中学校

唐橋公園プール

1-1,2

1-1

1-4

1-5

1-6

2-1

2-3

2-5 
×

2-7

3-1

3-2

3-5

3-6

1-1

大きく

1-3

文化ゾーン。広域

施設。国・県・民

間と。

スケート。

1-4

大学と共用。

1-5

必要なので、

まとめる。

1-6

各学区毎に大きな施設に必要

なサービスを入れる。

高齢者施設＋防災施設

2-1

現在マンモス校の小・幼。

統合は時期をずらして。

（瀬田、瀬田北）

2-4

移転

2-2

利用者少ない。

他の使い方、

不要。

2-3

瀬田市民センターの一部機能を瀬

田東へ。駐車場問題。建物古い。

（瀬田支所）

相談窓口 子→老

2-6

必要。支所機能。

2-7

教育で壁を取る。幼稚園（上田上）必要。

→幼稚園と小学校と統合。管理してい

る所が異なるので統一して管理。共に

市のポリシーを。

3-1

不要

3-2

不要。民間委

託。

3-4

拡大（増築）

3-5

機能をまとめて

小学校校舎へ。

3-6

田上小幼に統合→学区の存

続にかかってくる。慎重に考え

なければならない。

4-1

不要な空地は売却。

3-3

民間委託。

龍

谷

滋賀

医大

立命

2

2

1-6

班番号

検討中の理由のコメント。

班番号

決定した理由のコメント。

第４回コメント。

公民館機能

道路・インフラ整備すれば、

住宅が増えるのでは。

分類別あり方検討シート 

（第２回検討会） ⇒ （第３回検討会） 

（第２回まとめ）  

（第３回まとめ） 

分類別あり方検討シート 

地域別（ブロック）現況図 

現
況
図
か
ら
の
将
来
配
置
の
検
討 

地域ごとの要素図 

（第４回検討会） 

（１）班ごとの一覧表 

・
・
・ 

（２）施設分類の機能に関する意

見まとめ（ブロックごと） 

（３）分類別の意見のまとめ 

（４）総論からの分類ごと要素出し 

施設全般 

教育施設 

市民ｾﾝﾀｰ 

福祉施設 

（６）地域ごとの意見等の傾向分析シート 

（地域ごとの検討事項まとめ） 

（７）主な施設分類ごとの意見等の傾向分析シート 

（主な施設分類別の検討事項まとめ） 

グループ番号：　　　　　テーブル番号：　　　　　　

公共施設
全般

＜目指すべき姿＞
施設総量をスリム化しながら、施設でのサービスが充実したと市民が実感できるよい
うな施設の適正化を目指す
Ⅰ　時代のニーズに対応した新たな付加価値を提供
Ⅱ　選択と集中、実施主体の最適化によりサービスレベルが向上
Ⅲ　新たなアイデアの創造で、より多くの市民が利用

総量の
15%
削減

市民セン
ター
（支所）

市民センター（支所）
・行政上の手続き事務
・各種証明の発行
・貨室

●施設の規模については、所管部局におけるあり方の検討結果を踏まえ、適正化の
ための方策を検討する。 3.8%削減

生涯学習 生涯学習施設 公民館

●公民館については、地域内のその他施設の貸室機能を含め、最適化を検討する。
●事業運営や施設維持において、民間活用も含めたコスト縮減を検討する。

施設 その他生涯学習施設
※文化センター、生涯学習センター
等

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設との集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

ｺﾐｭﾆﾃｨ コミュニティ施設 コミュニティセンター

施設 その他コミュニティ施設

集会所・自治会館

文化施設

文化施設
※市民会館、市民文化会館、仰木太
鼓会館、長等創作展示館、伝統芸能
会館、スカイプラザ浜大津

・サークル等の活動の場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場の提
供
・音楽や演劇等の鑑賞の場の提供
・貸室

●さらなる民活手法などを導入し、サービス向上とコスト縮減の両立を検討する
●更新時における周辺施設との集約化や一体的な事業実施におけるＰＰＰ/ＰＦＩ
（公民連携）などな新たな事業手法を検討する。

スポーツ スポーツ施設 体育館・格技場
施設 体育館・プール

プール
運動競技場など競技施設
その他スポーツ施設

公園施設

公園施設
※びわ湖大津館、ヴュルツブルクハ
ウス、一里山公園緑のふれあいセン
ター

※商業、会議、情報発信など、施設ごとに
異なる

●さらなる民活手法などを導入し、サービス向上とコスト縮減の両立を検討する。

学校 小学校

中学校

学校 幼稚園 ・幼児教育

●適正な教育環境の維持・向上を図るため、市立幼稚園・保育園のあり方検討会で
の意見を踏まえて決定する大津市の方針に基づき、施設の適正化について検討を進
める。
●民間活用などの手法を最大限利用し、最新の保育ニーズに対応した、新たな付加
価値機能の導入について検討する。

21.6％
削減

その他学校教育施設
※給食調理場、相談センター等

・その他教育支援サービス

●ニーズに対応したサービスの提供と施設維持、事業運営にかかるコスト縮減とを
両立していくため、民間活用の手法も含め、最適な主体による最適な運営とサービ
ス提供方法を検討する。

図書館 図書館 ・図書館資料の収集及び提供

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設の集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

博物館 博物館 博物館※歴史博物館、埋蔵文化財
調査センター

●ニーズや利用状況に応じて、近隣施設の集約化や複合化を検討する。
●事業運営や施設の維持において、民活手法も含めたコスト縮減を検討する。

その他教育施設
※比良げんき村、科学館等

●ニーズに対応したサービスの提供と施設維持、事業運営にかかるコスト縮減とを
両立していくため、民間活用の手法も含め、最適な主体による最適な運営とサービ
ス提供方法を検討する。

児童福祉 保育園 保育所

●適正な教育環境の維持・向上を図るため、市立幼稚園・保育園のあり方検討会で
の意見を踏まえて決定する大津市の方針に基づき、施設の適正化について検討を進
める。
●民間活用などの手法を最大限利用し、最新の保育ニーズに対応した、新たな付加
価値機能の導入について検討する。

施設 児童クラブ ・放課後の子どもの居場所づくり

児童館 ・子どもの遊び場づくり

その他児童福祉施設
※子育て総合支援センター、つどい
の広場等

高齢者
福祉施設

高齢者福祉サービス施設
※デイサービス

・高齢者の介護

老人福祉集会所 ・高齢者の生活支援

老人憩の家

その他高齢者福祉施設

障害者
福祉施設

障害者福祉施設 ・障害者の生活支援

その他福祉施設
※ふれあいプラザ

医療施設 医療施設 病院・医療施設 ・医療サービスの提供

その他医療施設
※看護師寮、看護専門学校

保健施設 保健施設 保健所
総合保健センター
すこやか相談所
その他保健施設
※動物愛護センター

・動物愛護

環境施設 環境施設 ごみ処理施設等

し尿処理施設

その他環境施設　※環境学習
情報室、伊香立環境交流館

庁舎 庁舎 本庁舎 ・各行政執務

●本庁舎については、本館・別館の耐震性や設備などの課題から、庁舎整備の方向
性を見出す検討を進めている。なお、庁舎整備の方向性を踏まえ、実施に向けて整
備を進めていく。

消防施設 消防施設 消防署
●白書に定めた想定耐用年数を維持するため、効果的な施設保全を検討する。

消防分団詰所
●更新時期に合わせて、地域拠点となる施設への集約化を検討する。

市営住宅 市営住宅 市営住宅

集会所

葬儀施設 葬儀施設 火葬場
●民間活用の更なる拡大による事業運営、維持管理コストの縮減を検討する。

葬祭場
●民活手法等の拡大によるコスト縮減を検討する。

観光施設 観光施設 観光案内所

観光施設

歴史的観光施設

勤労者
施設

勤労者施設

・趣味や教養などの学習機会の提供
・サークル等の活動の場の提供
・健康増進のためのスポーツの場の提供
・貸室

●周辺の他施設と一体的に集約化を検討する。

産業振興
施設

産業振興施設
※まちなか交流館、旧大津公会堂商
業施設、公設地方卸売市場等

・商業等による集客
・公設市場

●民活用法等の更なる拡大により、サービスの維持・向上とコスト縮減の両立を検
討する。

農業施設 農業施設
農業施設
※手づくり工房比良の里、育苗セン
ター

※育苗、農産品加工販売など施設ごとに異
なる

●将来にわたる収益と維持管理コストを踏まえ、運営主体の最適化と利用者（団
体）への移譲・売却などを検討する。

その他 その他
※旧大津公会堂、明日都浜大津等

・低所得者世帯向けの住宅提供

●数値目標を達成するための効果的な計画を早期に検討し、2期以降の取り組み実施
に向け具体的な対策を講じていく。
●更新する施設については、規模や場所を考慮して大規模化、高層化を図るととも
に民間施設の活用やＰＰＰ/ＰＦＩ等の新たな民活手法を積極的に活用する。

33.3%
削減

財政的に厳しくなる中、30年後の未来では公共サービスは
どのようになっていたらよいと思いますか？

・趣味や教養などの学習機会の提供
・サークル等の活動の場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場
　の提供
・音楽や演劇等の鑑賞の場の提供
・貸室

・地域活動の場の提供

●当初の設置目的を達成した施設や役割を終えた施設、利用者（団体）が固定して
いる施設については、地元や利用団体への移譲、周辺施設との機能再編、民間移
譲、廃止などの検討を進める。

・健康増進のためのスポーツの場の提供
・競技目的のスポーツの場の提供
・イベント等に多目的に利用できる場の提
供

●地域で利用されている体育館やプールについては、周辺の学校施設の有効利用を
含めた再編の可能性を検討する。
●単独施設として継続する場合や、国体の競技会場として整備が必要な場合は、民
活手法なども含め、施設の維持管理コストを縮減していくための必要な対策を検討
する。

・学校教育（義務教育）
・健康増進のためのスポーツの場の提供

分類 対象施設 主な機能、サービス
適正化計画の考え方

（市の考え）
写真

●収益事業を行う施設については、早期に民間移譲や民間活用等によるコスト縮減
方策などを検討する。
●高齢者のコミュニティ施設については、利用者（団体）が固定化しているなどの
状況に応じて、地域への移譲や近隣大規模施設への集約化、管理手法の見直しによ
る維持管理コストの縮減などを検討する。

●白書に定めた想定耐用年数を維持するため、施設の目的に応じて効果的な施設保
全を進めるとともに事業運営や施設維持に係るコストの縮減も含め、多機能化・集
約化・複合化による施設の統廃合など効率的な運用を検討する。

　　　　　　　　公共サービスのあり方検討シート

25.5%
削減

●適正な教育環境の維持、向上、新たな交通手段などを踏まえ、最適な教育規模の
検討と市全体として規模の適正化への取り組みについて検討を進める。
●災害時の拠点、地域のスポーツ振興なども含めた施設検討とともに、将来コスト
縮減のための維持運営の検討を進める。

・火葬／葬祭の施行

・来訪者への観光情報の発信
・来訪者への観光体験の提供
・歴史、教育展示

●民活用法等の更なる拡大により、サービスの維持・向上とコスト縮減の両立を検
討する。

・廃棄物の処理
●将来の需要予測などに基づき、し尿処理、ごみ処理の各分野における中長期的な
計画に沿った修繕・更新を検討する。
●PPP/PFI等の新たな事業手法を積極的に検討する。

・消防、救急搬送

●市民病院（附属施設も含む）については、現在のあり方の検討にあわせ効果的な
対策を検討する。
●市民病院以外の施設については、最適な主体による運営を検討するとともに、民
間ノウハウを最大限に活用したコスト縮減方策についても検討を行う。

・市民の健康増進

●サービス圏域を踏まえた拠点的な施設への集約化を検討する。

・高齢者の健康増進・コミュニティの場の
提供

・文化財等の展示・公開
・文化財等の保存、修復

●児童クラブについては、学校施設又は近隣大規模施設の余裕空間を最大限有効利
用した事業運営を進める。特に学校施設の大規模改修や更新時期に合わせ集約化す
る。また、新たな需要に対しては、コスト縮減の観点を踏まえ、民活手法も含め最
適な方策を検討する。
●児童クラブ以外の児童福祉施設については、早期に利用状況・将来コストを踏ま
え、近隣大規模施設等への集約化や民間移譲、廃止を含めて検討する。

適正化計画
における面
積目標

◎配置図（小松学区、木戸学区、和邇学区、小野学区）ワークショップ用

0 1km

 

【凡例】

：（小）地域施設、ブロック施設

：（中）地域施設、ブロック施設

：（大）地域施設、ブロック施設

：（小）広域施設

：（中）広域施設

：（大）広域施設

：築60年未満

：築60年以上

＜検討のルール１＞ できます ○

施設どうしの 複合・統合

＋ 大型施設と大型施設

＋ 大型施設と中型施設

＋ 中型施設と中型施設

＋ 小型施設と小型施設

＜検討のルール２＞ できます ○

小型施設（サービス）を入れる

→ 大型施設に小型施設を入れる

→ ２つまで入ります

→ 中型施設に小型施設を入れる

１つだけ入ります

＜検討のルール３＞ できません ×

広域施設どうしの 複合・統合

＋ 大型施設と大型施設

＋ 大型施設と中型施設

＋ 中型施設と中型施設

ただし、広域施設へ小型施設を入れることは

できます ○

→ 大型施設に小型施設を入れる

→ ２つまで入ります

→ 中型施設に小型施設を入れる

１つだけ入ります

0 1km

 

0 1km

 

（旧比良山岳センター）
比良げんき村

小松市民センター

小松小

比良とぴあ

志賀衛生プラント

小松児童クラブ

手作り工房比良の里

木戸小

小松分団詰所

大津市斎場「志賀聖苑」

志賀中学校

志賀聖苑葬祭センター

木戸ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

木戸ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

木戸市民センター
木戸公民館

北消防署志賀分署
木戸つどいの広場

木戸老人福祉センター

木戸分団詰所

木戸児童クラブ

リサイクルセンター木戸

比良保育園

志賀北幼稚園

0 1km

 

北部子ども療育センター

和邇分団詰所和邇小

和邇児童クラブ

志賀南幼稚園

和邇保育園

和邇公民館

和邇図書館

和邇文化センター
和邇市民センター
和邇すこやか相談所

小野市民センター
小野公民館

小野小

小野児童クラブ

小野児童館

小野公民館分館
0 1km

 

和邇市民体育館

 

 

 

複合化 

縮小または廃止 統廃合 

現状維持 

北部ブロック（小松、木戸、和邇、小野） 

生徒数のバランス

をみた学区見直し 

実際に小野小から

真野小の学区へ通

学している 

小学校と中学校の

学区は、広い範囲

で考える 

学校を統合する場

合は、小規模校が

大規模校に入るこ

とになる 

複数学級の教育環

境のため、統合す

る場合は、通学距

離に配慮する 

北部は小学校間が

遠く、南部は近い 

旧志賀町に捉われ

る必要なし、大津

市として考える 

学校再編 

地区に学校がある

から、人口が増え

る 

地区から学校がな

くなると、人口が

減る 

ローズタウンには

人口が集中 

避難場所は、体育

館があればよい 

市民Ｃは、防災拠

点として望ましい 

学校を避難場所と

して確保 

防災 

１箇所で用事がで

きると便利 

公共施設には駐車

場が必要 

運転できない人の

交通手段を確保す

る必要あり 

木戸市民Ｃは、こ

こで子どもを預け

て、調理ができ、

交流で集まれる 

市民Ｃに市民が利

用するサービスを

集めると便利 

３Ｒ（発生抑制、

再使用、再利用）

の体験学習 

小松の文化活動の

場は、小さく分散

している 

交通 

地域拠点 

《地域毎の意見等の傾向分析シート》 

特色ある教育によ

り、人を呼び込む

ことを考える 

平成２７年度 

サービス分類ごとに将来のあり

方について議論しました 

（第２回まとめ） 

 意
見
の
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の
状
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■現況図を基に、議論された検討要素視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

●地域毎の主な検討 

 ・小松学区における、市民センターと小学校の配置を踏まえた機能の拠点化 

 ・幼稚園・保育園一体の大規模施設の検討 

・木戸市民センターを中心とした機能の検討 

 ・北部ブロックの一拠点として和邇地域の考え方 

 ・教育環境を踏まえた小野小学校から見た学校の考え方の議論 

 

●類似機能の施設集約化 

 

（８）地域ごとの視点・要素・配慮事項のまとめ 

中南部ブロック 
（平野・富士見・膳所・晴嵐学区） 

 

地域ごとの視点・要素・配慮事項のまとめ 

地域ごとの検討における意見の視点と要素、今後の取組の推進における配慮事項について、整理する。 

 

■主な視点 

●地域活動、コミュニティを踏まえた施設の現状から利用を検討 

●地域内にある広域施設の利活用 

●近隣民間施設の活用と利用料負担の視点 

●予約をはじめとした利便性の向上 

●教育環境の充実を踏まえた方策の検討 

 

■主な意見の要素 

分野・種類等 意見等の視点 視点ごとの主な意見、考えの要旨 

地域施設の状況 利用等の状況 ・少人数の利用が多く、大人数の利用は少ない 

・大きな音を出すと近隣から苦情がくるため対策が必要 

広域施設の利

用 

・他に広域施設等があるが、利用目的が限られるため、使いづ

らい、使えれば便利 

利用料金 受益者負担 ・料金を払って民間施設も利用している。飲食も OK 

利便性 施設利用 ・作った時と今では状況変化しているため対応が必要 

・市の施設同士で予約方法等が異なり、不便である 

・広域施設を地域にも使いやすくする 

教育環境 複合化 ・図書館、プール、体育館を教育ゾーンとしてまとめる 

・幼稚園と小学校を複合化し、活性化したところがあると聞く 

環境 ・小学校、中学校でメンバーが変わると、環境が変わることが

ある 

 

■配慮事項 

・地域内には広域施設はあるが、一般開放されていないことから、時代の変化も踏まえた地域住

民の利用方法の検討が必要である。 

・広域施設を有効活用していくためには、施設管理者毎の縦割り行政について考える必要がある。 

・地域施設の現状の問題として、飲食ができないことがあげられる。 

・地域施設への主な交通手段は、徒歩と自転車以外に自動車などがあり、施設に応じて距離感が

異なる。 

・予約期間や予約方法が同じ大津市の公共施設でも施設管理者や担当が異なれば違っており、使

いやすさ等を踏まえた利便性が必要となる。 

・教育施設の複合化については、教育環境の充実を踏まえた検討が必要である。 

ファシリテーターとの討論（第４回検討会） 

＜地域（ブロック）別＞ 

住民どおしの検討（第２～３回検討会） 

＜地域（ブロック）別／班ごと＞ 

 各地域における現況図面上で議論された内容です。 

記載内容は決定されたものではありません。 

 

 地域ごとに検討、議論された内容について、

視点、配慮事項などとしてまとめました 

 

主な施設分類別の検討事項まとめ（市民センター） 

各地域（ブロック）ごとに出た参加者の意見を基に、主な施設の分類別に各施設の適正化の方向性

（現状維持、統廃合、複合化、民間活用など）の観点から意見内容やその要素、視点を整理する。 

 

①現状維持：中南部、中部、西北部 

・高齢者が多く移動できないため、コミュニティ施設は分散型で使いやすくする。 

・集約されると、地域活動ができなくなる。 

・市民センターは、広さや機能面で防災拠点として安心できる公共施設である。 

・避難場所が必要なため、現状維持が必要である。 

②目的別の配置：中北部、中南部 

・エリア別に集まる場所を揃える。 

・そして、利用者や利用目的別に配置を変えることも重要である。 

・歩いて集まる小さな場所や、みんなで集まる大きな場所を配置する。 

・歩いて集まる小さな場所は、お年寄りや子育て中の人がバギー等を押して、容易に集まれると便利

である。 

・みんなで集まる大きな場所は、坂道が多いことや夜間利用が多いため、車を利用する。よって、駐

車場を完備する必要がある。 

・現在は駐車場がないため、近くの小学校に車を停めたりしている。 

・現状の問題は、飲食ができないことである。 

・公民館の管理を市ではなく、地域に任せれば、飲食も可能となる。 

③地域拠点の複合化：東部、中部、西北部、北部 

・公共施設は地域の特色を活かす配慮が必要である。 

・減らす話ばかりではなく、地域を発展させる努力も必要である。 

・市民センターを地域拠点として、市民利用サービスを複合化（集約）すると利便性が向上する。 

・例として、母親が市民センター内に子どもを預け（児童福祉サービス）、講座（社会教育サービス）

や集会（市民交流サービス）等の交流機会を増やす。この複数のサービスを市民センター内だけで

完結できる。※現在の木戸市民センターでは実際に行っている。 

・自動車の利用が主な交通手段であるため、市民が集まる公共施設には、駐車場が必要である。 

・また、運転できない人の交通手段も確保することも重要である。 

・共稼ぎで通勤に駅を利用する人も多いため、駅周辺に集約すると便利である。 

・防災上、市民センターと小学校が離れていると不便である。 

・複合化をする場合には、セキュリティを確保するため、出入口を別にする必要がある。 

・学校に不特定の人間が出入するため、安全性の確保が問題となり、その責任の所在も課題である。 

・土日の利用が多く、飲食ができないことから、ソフト面を改善して、利用者が増えれば、減らすこ

とはない。例えば、カフェをつくる。 

・平日は市が管理できるが、土日は誰が管理するか課題であるが、儲けられる施設となれば解決でき

る。また、ルール作りや支援制度も必要である。 

 

 地域ごと検討内容を要素ごとに取り出

し、視点、事項をまとめました 

 

施設分類ごとの検討内容を地域 

ごとに傾向をとりまとめました 

 

 

施設サービスの視点からの意見のまとめ

と意見に至った要素をとりまとめました 

 

 

（第２回検討会）⇒（第４回検討会） 

小中学校 

市民ｾﾝﾀｰ 

幼稚園保育園 

その他施設 

（５）配置図を基にした検討結果図 

市民ｾﾝﾀｰ 

小中学校 

幼稚園保育園 

高齢者福祉施設 


